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江
戸
時
代
の
代
表
的
な
外
科
医
、
華
岡
青
洲
（
春
林
軒
）
が
常

用
し
た
軟
膏
が
『
春
林
軒
膏
方
便
覧
』
に
記
述
さ
れ
、
今
日
に
伝

わ
っ
て
い
る
。
本
書
に
は
基
本
膏
の
十
四
方
が
記
さ
れ
、
こ
れ
ら

の
中
に
は
大
玄
膏
、
大
赤
膏
、
青
蛇
膏
、
白
雲
膏
、
中
黄
膏
な

ど
、
色
の
名
が
付
い
た
も
の
が
多
い
。
基
本
膏
で
は
な
い
が
、
今

日
の
漢
方
の
軟
膏
の
う
ち
で
最
も
著
名
な
紫
雲
膏
も
こ
れ
に
該
当

す
る
。
春
林
軒
の
基
本
膏
は
、
中
国
唐
代
の
戦
略
家
、
李
靖
の
陣

方
に
な
ら
っ
て
体
系
づ
け
ら
れ
た
と
い
わ
れ
、
青
蛇
、
白
雲
、
大

赤
、
大
玄
、
中
黄
は
そ
れ
ぞ
れ
東
、
西
、
南
、
北
、
中
央
に
配
当

さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
五
つ
の
膏
薬
の
色
は
五
行
に
配
当
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
は
、
散
（
白
・
青
）
、
収
（
青
・
白
）
、

緩
（
黄
）
、
堅
（
赤
・
黒
）
、
更
（
黒
・
赤
）
の
作
用
も
意
識
し
て

丁
１
１
ハ
●
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室
町
～
江
戸
時
代
初
期
の
金
瘡
書
、
南

蛮
流
膏
薬
書
、
「
春
林
軒
膏
方
便
覧
」
に

見
ら
れ
る
軟
膏
の
色

中
村
輝
子
・
遠
藤
次
郎

い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
紫
雲
膏
の
例
で
も
わ
か
る
よ
う

に
、
色
は
強
い
印
象
を
与
え
る
た
め
に
軟
膏
の
種
類
を
判
別
し
や

す
く
す
る
利
点
が
あ
る
。

一
方
、
青
洲
の
時
代
か
ら
一
○
○
年
以
上
前
に
流
布
し
た
南
蛮

流
外
科
で
は
、
基
本
膏
薬
が
五
つ
あ
り
、
青
膏
、
白
膏
、
黄
膏
、

赤
膏
、
黒
膏
と
、
全
て
に
色
の
名
が
見
ら
れ
る
。
華
岡
青
洲
の
軟

膏
は
カ
ス
パ
ル
流
膏
薬
を
原
方
と
す
る
も
の
が
多
い
こ
と
は
一
般

に
知
ら
れ
て
い
る
が
、
南
蛮
流
の
影
響
に
つ
い
て
は
指
摘
さ
れ
て

い
な
い
。
南
蛮
流
の
色
の
膏
薬
と
春
林
軒
の
色
の
膏
薬
を
比
較
し

て
み
る
と
、
処
方
の
中
味
は
違
っ
て
い
て
も
、
基
本
的
な
薬
効
は

共
通
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。
例
え
ば
、
「
青
（
青
蛇
膏
と
青
膏
こ

は
腫
物
の
排
膿
作
用
、
「
赤
（
大
赤
膏
と
赤
膏
）
」
は
消
炎
、
消
腫

作
用
、
「
白
（
白
雲
膏
と
白
膏
）
」
は
収
赦
作
用
、
「
黒
（
大
玄
膏
と

黒
膏
）
」
は
諸
毒
を
解
す
作
用
、
「
黄
（
中
黄
膏
と
黄
膏
）
」
は
諸
瘡

全
般
に
対
し
て
愈
す
作
用
、
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。
春
林
軒

膏
薬
と
南
蛮
膏
薬
の
類
似
性
は
、
膏
薬
の
色
の
面
だ
け
で
な
く
、

基
剤
と
し
て
、
椰
子
油
、
な
ら
び
に
、
麟
麟
血
・
乳
香
・
没
薬
な

ど
の
樹
脂
を
用
い
る
点
に
も
認
め
ら
れ
る
。

日
本
に
お
い
て
、
色
の
名
が
付
い
た
処
方
は
南
蛮
膏
薬
に
始
ま
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っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
南
蛮
流
外
科
が
伝
播
す
る
以
前
、
す
な
わ

ち
、
室
町
～
江
戸
時
代
初
期
に
か
け
て
の
日
本
の
金
瘡
治
療
の
諸

本
を
検
討
す
る
と
、
色
の
名
前
が
付
い
た
処
方
が
多
数
見
受
け
ら

れ
る
。
例
を
挙
げ
る
と
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
（
冑
）
生
青
薬
、

山
神
青
薬
、
二
種
の
冑
薬
。
（
赤
）
赤
薬
、
平
家
赤
薬
、
今
川
氏

真
赤
薬
。
（
白
）
白
薬
、
白
神
散
、
三
白
散
、
日
本
の
白
薬
、
唐

の
白
薬
、
高
麗
の
白
薬
、
生
白
薬
、
両
白
散
、
三
種
白
薬
、
二
種

白
薬
、
白
朝
散
、
太
白
散
。
（
黒
）
黒
薬
、
黒
神
丸
、
十
二
種
の

黒
焼
。
（
黄
）
黄
薬
、
平
家
黄
、
黄
精
丸
。
（
薄
色
）
薄
色
、
源
氏

薄
色
。以

上
に
挙
げ
た
薬
は
、
①
主
に
散
剤
で
膏
薬
で
は
な
い
、
②
処

方
中
に
南
蛮
・
紅
毛
外
科
の
薬
物
を
使
っ
て
い
な
い
、
③
出
典
で

あ
る
各
種
の
金
瘡
書
は
南
蛮
流
外
科
の
伝
播
以
前
の
も
の
と
推
定

さ
れ
る
、
④
中
国
の
外
科
害
中
に
も
色
の
付
い
た
処
方
は
多
く
な

い
、
な
ど
の
点
か
ら
、
日
本
の
金
瘡
治
療
に
お
い
て
独
自
に
発
展

し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

金
瘡
治
療
の
諸
本
に
み
ら
れ
る
色
の
意
義
は
春
林
軒
や
南
蛮
膏

薬
に
比
し
て
雑
多
で
、
ま
と
ま
り
が
見
出
し
に
く
い
。
し
か
し
な

が
ら
、
黒
は
潟
薬
、
白
は
愈
し
、
青
は
消
毒
、
赤
は
腫
痛
、
な
ど

と
い
う
よ
う
な
薬
効
を
、
あ
る
程
度
は
類
推
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
れ
ら
の
傾
向
は
南
蛮
膏
薬
や
春
林
軒
膏
薬
と
も
一
部
は
類

似
し
て
い
る
。

華
岡
胄
洲
は
土
着
的
な
治
療
薬
も
し
ば
し
ば
用
い
、
そ
の
中
に

は
金
瘡
治
療
言
に
多
い
「
源
氏
の
薄
色
」
な
ど
の
処
方
も
み
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
加
味
す
れ
ば
、
青
洲
が
軟
膏
の
色
に
意
義

を
持
た
せ
た
背
景
に
は
、
南
蛮
膏
薬
の
影
響
だ
け
で
な
く
、
日
本

の
室
町
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
の
金
瘡
治
療
の
影
響
も
あ
っ
た

こ
と
を
軽
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
・

華
岡
胄
洲
は
「
親
試
実
験
」
を
行
う
点
で
古
方
派
に
属
す
る
。

演
者
ら
は
古
方
派
の
台
頭
の
基
盤
に
室
町
時
代
以
降
の
金
瘡
治
療

の
影
響
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
本
報
告
も
そ
の
一
例
と
言
え

よ
う
。

本
研
究
は
本
学
卒
研
生
、
石
川
幸
乃
、
大
槻
和
恵
さ
ん
の
協
力
を

得
、
科
学
研
究
費
補
助
金
特
定
領
域
研
究
「
我
が
国
の
科
学
技
術
黎
明

期
資
料
の
体
系
的
調
査
・
研
究
」
（
一
四
○
二
三
一
○
四
）
の
一
環
で

行
っ
た
。

（
東
京
理
科
大
学
薬
学
部
薬
用
植
物
・
漢
方
研
究
室
）


